
長
崎
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貼

司

町

遺

跡

慕

み
宅
砂

１
　
所
在
地
　
　
　
長
崎
市
興
善
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
一
二
月
を

一
九
九
二
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
崎
市
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
水ヽ
松
　
実

５
　
遺
跡
の
種
類
　
町
屋
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
一
四
ユ

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

興
善
町
遺
跡
は
長
崎
市
中
心
部
の
官
公
庁
街
に
あ
り
、
長
崎
市
役
所
か
ら
県

庁
方
向
に
伸
び
た
標
高
約

一
一
ｍ
の
段
丘
上
に
立
地
し
て

い
る
。

元
亀
二
年

全

五
七
一
）
台
地
先
端
の
県
庁

付
近
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
貿

易
の
た
め
、
肥
前
の
キ
ツ
シ
タ

ン
大
名
大
村
純
忠
に
よ
り
六
カ

町
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

こ
れ
ら
の
町
に
接
し
て
文
禄
元

崎

年

（
一
五
九
一一
に
新
た
に

一
七

帳

力
町
が
設
け
ら
れ
た
。
興
善
町

は
こ
の
時
で
き
た
町
の

一
つ
で
、

当
初
は
新
町
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、　
一
九
六
三
年
に
興
善
町
と
町
名
変
更
さ
れ

一に
。興

善
町
遺
跡
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
し
て
は
、　
一
九
九
〇
年
に
行
な
わ
れ
た

ビ
ル
の
建
設
に
伴
う
も
の
が
あ
る
。
近
世
遺
構
と
し
て
屋
敷
の
礎
石
、
地
下
室
、

井
戸
な
ど
を
検
出
し
、
遺
物
と
し
て
は
陶
磁
器
が
多
量
に
出
上
し
た
。
な
か
で

も
慶
長
元
を
寛
永
二
〇
年

（
一
五
九
六
ｔ

一
六
四
一こ

ご
ろ
の
中
国
景
徳
鎮
窯
系
、

福
建

・
広
東
窯
系
の
染
付
が
多
い
。
国
産
の
も
の
で
は
陶
器
は
唐
津
焼
が
多
く
、

備
前
の
梧
鉢
な
ど
も
あ
る
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
茶
陶
で
あ
る
。
志
野

・
織
部

・
楽
の
茶
椀
や
向
付
、
茶
入
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
朝
鮮
王
朝
の
堅
手
茶

擁
、
中
国
の
古
染
付
、
安
南
赤
絵
、
交
趾
の
緑
釉
呑
合
、
東
南
ア
ジ
ア
の
印
紋

土
器
、
中
国
の
褐
釉
四
耳
壷
な
ど
国
内
外
の
多
彩
な
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
長
崎
開
港
と
共
に
布
荻
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
遺
物
と
し
て
ロ
ザ

リ
オ
の
玉
や
ク
ル
ス
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
は
古
文
書
な
ど
の
調
査
か
ら
、
八
尾
氏
の
屋
敷
跡
と
判
明
し
て
い

る
。
八
尾
氏
の
祖
先
は
大
坂
八
尾
の
出
身
と
伝
え
ら
れ
、
初
め
具
足
屋
と
い
い
、

元
和
四
年

（
一
六
一
八
）
具
足
屋
源
左
衛
門
が
、
新
町
の
乙
名

（地
役
人
）
を
勤
め

て
以
来
幕
末
ま
で
世
襲
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
の
出
上
し
た
調
査
区
も
八
尾
宅
跡
の
一
部
で
、
前
回
同

様
ビ
ル
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
る
。
遺
構
と
し
て
は
屋
敷
の
礎
石
、
柱
穴
、

土
坑
を
検
出
し
た
。



1991年出上の木簡

木
筒
の
出
上
し
た
遺
構
は
、
発
掘
区
の
東
壁
に
か
か
る
東
西
二
・
五
ｍ
×
南

北
三
・
五
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
不
整
精
円
形
の
上
坑
で
あ
る
。
内
部
か
ら
木
簡
の

ほ
か
に
櫛
、
下
駄
、
朱
漆
塗
椀
、
桶
の
本
材
、
本
片
、
陶
磁
器
、
動
物
遺
存
体

な
ど
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

「
　
　
　
戊
　
寛
永
五
年

①
　
・
⑥
　
壱
番
白
糸
三
拾
五
斤

辰
　
霜
月
吉
日
　
」

。
「
京
口
□
町

山
地
与
十
郎
　
」
　

　

　

　

　

μω貿
∞受
『
冨

表
の
⑥
は
八
尾
氏
の

「
八
」
を
表
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
裏
面
の
山
地
与

十
郎
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。
樹
種
は
本
州

・
四
国
に
分
布
す
る
常
緑
針
葉

高
木
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
科
の
ネ
ズ
コ
で
あ
る
。

白
糸
の
木
簡
と
し
て
は
、
平
安
京
左
京
内
膳
町
跡
か
ら
、
慶
長
九
年

（
〓
ハ

〇
四
）
に
白
糸
六
〇
斤
を
長
崎
年
寄
中
か
ら
京
都
の
糸
商
松
屋
三
郎
右
衛
門
に

宛
て
た
も
の
が
発
見
さ
れ
て
お
り

翁
木
簡
研
究
』
一ご
、
今
回
の
も
の
は
こ
れ
に

次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

今
回
白
糸
の
木
筒
が
宅
地
内
か
ら
出
上
し
た
八
尾
氏
は
糸
割
符
仲
間
か
、
彼

ら
と
関
係
の
深
い
人
物
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
出
上
し
た
茶
陶

と
白
糸
の
付
札
は
、
京
都
や
堺
と
の
文
化
及
び
経
済
面
で
の
深
い
交
流
を
物
語

っ
て
い
る
。

（永
松
　
実
）




